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あ い さ つ 

 

本展示会は今年で７６回目を迎えました。今年度も参観者が来場しやすい土日のみの

２日間で開催いたしました。科学研究物と創作品を併せて８４点展示し、昨年度を越え

る３４０人の方にご来場いただきました。 

どの作品も日常生活や理科の学習の中で疑問に思ったこと、興味があることなどから

研究テーマを設定し、課題解決に向けた探究的な取組がなされていました。中には、興

味がある生物について様々な角度からデータを収集し、研究を深めているものもあり、

こどもたちの未知なる可能性を強く感じさせられました。 

２００８年にノーベル化学賞を受賞した下村脩（しもむらおさむ）さんも、生物につ

いて興味をもち、研究を深めていったひとりです。下村さんは長崎大学を卒業後、名古

屋大学で発光生物のウミホタルの研究にあたりました。ウミホタルの発光に関係してい

るルシフェリンという物質の構造を解明するために、日々研究に明け暮れ、見事結晶化

によって構造を解明します。その功績により、プリンストン大学の教授から同じく発光

生物であるオワンクラゲについての研究への誘いを受けます。オワンクラゲの発光物質

の結晶化は苦難の連続でしたが、常に研究を多角的な視点で見つめ、改善を加えながら

挑戦を続けた結果、「常識」をくつがえす緑色蛍光タンパク質（GFP）を発見し、ノー

ベル賞を受賞します。この GFP は細胞内で光る特性を持ち、病気の治療法や新薬の開

発に大きく貢献しています。 

下村さんの研究に対する姿勢から、粘り強く取り組むことや、課題を複数の視点から

分析しながら解決策を見出していくことの大切さを学ぶことができます。 

本市では「主体的に考え行動する力を育む教育の推進」の一つとして、理数教育の充

実を図り、児童生徒が理科を学ぶことの意義や楽しさを実感し、基礎的・基本的な学習

内容の習得と、思考力・判断力・表現力等を育てるための授業等の改善に取り組んでお

ります。具体的には仮説や予想を立てて、観察・実験を行い、その結果を考察し、表現

する問題解決的な学習活動などを充実し、自然の事物・現象を科学的に探究するために

必要な資質・能力の育成に力を入れているところです。熊本市のこどもたちも下村さん

のように、好奇心と探究心を大切にし、物事をしっかりと見つめながら粘り強く課題解

決に向けて取り組める人になってほしいと思っています。 

 最後になりましたが、本展示会を開催するにあたりまして、子どもたちに適切なご助

言や温かいご支援をいただきました各学校の先生方、並びにご家族の皆様方に、あらた

めて感謝申し上げますとともに、ご多用な中に審査にあたっていただきました審査委員

の先生方、また、会場を無償で提供してくださいました東海大学熊本キャンパス様に対

しましても、厚くお礼申し上げ、あいさつといたします。 

 

令和７年２月 

        熊本市教育長 遠藤 洋路 
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まえがき 

 

令和６年度「熊本市小・中学校科学展示物及び創作品展示会」は、今年度も東海大学熊本キ

ャンパスで行われ、開催期間中（10月 26日〔土〕～10月 27日〔日〕）、多数の見学者を迎える

ことができました。 

 出品点数は、科学展示物 72点（小学校 67、中学校５）、創作品 12点（小・中）と、本年度も

数多く出品いただきました。これもひとえに先生方やご家族の科学研究に対するご理解とご支

援の賜であると心よりお礼申し上げます。 

 さて、本展示会も 76回目を迎え、今年度も優秀な作品を多数出品していただきました。熊本

市では以前から入賞作品を「私たちの科学研究記録」として収録し、児童・生徒が研究に取り

組む際の支援に役立ててまいりました。本年度の「第 48 集」は、出品された 84 点の中から、

「特選（県科学展示会出品）」21点及び「優賞（県科学展示会目録出品）」21点の科学研究物と、

県発明工夫展に出品された５点の創作品の合計 47点の作品で編集しています。 

 学習指導要領における理科の目標では、「自然に親しみ（自然の事物・現象に関わり）、理科

の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、自然の事物・

現象についての問題を科学的に解決するために（自然の事物・現象を科学的に探究するために）

必要な資質・能力を育成すること」を目指しています。 

自由研究や創作などの科学研究を通して得られる成果は、単に知識を深めるだけでなく、問

題解決能力や論理的思考力の向上にもつながります。身近なところから自分で課題を設定し、

理科の見方・考え方を働かせながら、仮説を立て、実験や観察を行い、その結果を分析・解釈

する過程は、科学的な探究の基本を学ぶ貴重な経験です。また、自由研究は教室での学びをこ

えて、実際の生活や自然界に目を向ける絶好の機会です。こうした科学研究の主体的な取り組

みは、子どもたちの深い学びの実現にもつながります。  

本年度出品された作品を見ましても、日常の身近な生活の中から疑問を見いだし、授業での

学びを生かしながら、探究を深める研究が数多く見られました。中には解決のためにいくつも

条件を変え多くの実験を行い、結果を比較しながら思考・判断につなげている研究や、数年に

渡り調査し続けている研究もあり、子どもたちの科学研究に関する探究の高まりを感じました。 

  そのような学びの足跡が記録された「私たちの科学研究記録」が、今後の科学研究に活用さ

れ、熊本市の理科教育の一層の発展に寄与することを期待するところであります。 

 

 

         令和７年２月 

              県立教育センター科学展研究協力校城西小学校長 濱崎 督之 

              熊本市小学校理科教育研究会       会長 深川 慎也 

              熊本市中学校理科研究会         会長 坂田 孝久 
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令和６年（2024年度）熊本市小中学校科学研究物及び創作品展示会 審査講評 

審査委員長 九州ルーテル学院大学 副学長/教授 坂本昌弥 

 

みなさんは，NHK 朝の連続テレビ小説「らんまん」を視聴したことがあるでしょうか。これは高知県出身

の植物学者牧野富太郎博士とその家族を描いたドラマです。94 年の生涯の中で，牧野博士は約 40

万枚の標本を収集し，また新種や新品種など約 1500 種類以上の植物に対して命名したと言われて

います。まさに日本植物分類学の基礎を築いた一人ということができるでしょう。ドラマでは，少年時代，

ヒマさえあれば自宅近くの山々に入り，周囲があきれるほど植物採集に明け暮れていた毎日が描かれて

いました。私たちが「興味・関心」を抱く対象は，いつの時代でも身近に潜んでおり，それを見つけ出す地

道な調査や研究の大切さを改めて教えてくれました。 

もう少し詳しく述べましょう。みなさんはセミの寿命を知っているでしょうか。「セミの寿命は一週間」という

説がありますが，これが本当かどうか気になって，小学校 1 年生から調べ始めた少年が岡山県にいまし

た。数年間にわたる研究の結果，「アブラゼミは 32 日，ツクツクボウシは 26 日，クマゼミは 15 日」の

生存が確認できたそうです。これは「みんなが言っていること」は常に正しいわけではなく，自分自身の疑

問に素直に向き合い，適正な方法でそれを確認すれば，そこで新しい世界を見出すことができる可能

性があるという，良い例だと思います。また別の例では，カブトムシを飼育したことがある人は経験があると

思いますが，夜になると虫かごの中でガサガサとカブトムシが動く音が聞こえてきます。それゆえか「カブトム

シは夜行性」という説が存在しますが，埼玉県のある小学生は，これに疑問を持ち，調査を始めました。

すると，シマトネリコという植物に集まるカブトムシは，昼も夜も関係なく活発に採餌活動をすることがわか

り，「利用する植物種によってカブトムシの行動時間は変化する」という事実を明らかにしました。 

本年度，小学校科学研究物へ 67 点，中学校科学研究物へ５点，小・中学校創作品へ 12 点

の出品数がありました。そこでは先に述べた例と同様に，応募者のみなさんが持つ「疑問を解決したい」と

いう熱意と探究心をみることができました。出品された一つひとつの研究には，自由な発想の疑問と，そ

れを明らかにするための細かい工夫があり，また時間をかけて丁寧に論証を積み重ねたものが数多くみら

れました。こうした日常の「あたりまえ」に対して素朴な疑問を持ち，自分自身が納得いくまで調査してみ

た研究成果は，どんなことより希少・貴重なものです。そしてこれは，私たちの「あたりまえ」を打ち破り，

世界を大きく広げてくれる価値あるものなのです。 

私たちの住む熊本市には，数多くの魅力的な研究資源が眠っています。金峰山や立田山，江津湖

や白川，また学校の校庭には，小さな疑問がたくさん存在しています。文頭で述べた牧野富太郎博士

のように，身近な山や川に飛び出して，不思議なことをたくさん発見し，それを丁寧に調査・研究する

体験をたくさん積み重ねてみてください。「自然」は，きっとみなさんを素晴らしい世界へ誘ってくれることだと

思います。2025 年度もみなさんの作品を見ることができることを心から願っています。ともにがんばりましょ

う。 
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２ 熊本市小・中学校 科学研究物及び創作品展示会 出品状況・取組状況 

校種 学 年 
分 野  別 出  品 状  況 

合  計（点） 
物 理 化 学 生 物 地 学 生 活 

小 
 
学 
 
校 

第１学年  １  ０  １  ０ ０     ２ 

第２学年  ０  ０  ０  ０ ０     ０ 

第３学年  ２  ３  ２  ０ ―     ７ 

第４学年  １  ３  ７  ０ ―    １１ 

第５学年  ２  ５  ６  ０ ― １３ 

第６学年  ４ １０ １６  ４ ― ３４ 

小  計 １０ ２１ ３２  ４ ０ ６７ 

中 

学 

校 

第１学年  １  ０  ２  １ ―     ４ 

第２学年  ０  ０  １  ０ ―     １ 

第３学年  ０  ０  ０  ０ ―     ０ 

小  計  １  ０  ３  １ ―     ５ 

科学研究物出品数 １１ ２１ ３５  ５ ０ 合計 ７２ 

創作品出品数 小学校 １０ 中学校 ２ 合計 １２ 

教師の総作品・自作教具 出品数 合計  ０ 

展示会 出 品 総 数 総計 ８４ 

    ※ 県科学展出品数（市特選） 

         小学校（ ２０ 点） 

          中学校（   １ 点） 

          合 計（ ２１ 点） 

    ※ 県発明工夫展出品数（市特選） 

         小学校（  ４ 点） 

          中学校（  １ 点） 

          合 計（  ５ 点） 

※ 市科学展取組数 

   小学校（  ９，０４８ 点） 

   中学校（   ３，４１２ 点） 

   合 計（ １２，４６０ 点） 
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３ 熊本市小・中学校科学研究物及び創作品展示会 審査基準 
 

（１）審査全般の留意点 

① 児童・生徒の自発的・自主的研究によるものであること。 

② 児童・生徒の能力・発達段階にふさわしいものであること。 

③ 教師の指導・助言等、支援は必要であるが、児童･生徒が主体的に問題（課題）解決の過程を踏 

んでいる作品であること。 

④ 適切な野帳・実物等、必要最低限の資料が添えられ、児童･生徒の研究の跡が明確であること。 

 

（２）審査項目と審査の観点 

審査項目 ○審査の観点 

研究テーマ 

○研究テーマが児童・生徒の能力・発達段階にふさわしいものである。 

○研究テーマが読み手に興味を持たせるようなテーマである。 

○研究の着想が豊かである。 

研究の目的 

○研究の目的（「調べた理由」「研究のきっかけ」「研究の動機」等）がきちんと記載 

されている。 

○日常の疑問からテーマから設定したことや学習したことの延長でテーマを設定し 

たこと等が記載されている。 

研究の方法 

○研究の方法や使用した器具・装置が適切で、簡明にまとめて示している。 

○研究の目的を明確に把握し、研究の目的で示した疑問を解決するための観察、実験 

方法である。（※問題（課題）解決の整合性） 

○問題（課題）解決にせまるため、継続的な観察、様々な視点からの実験がなされて 

いる。 

結果 

○児童･生徒がよく努力・工夫し、しっかり確認した結果になっている。 

○目的の各項目に対する成果が、特色のある傾向を示す代表的な図・表・グラフや写真、

実物などと関連づけて示されている。 

考察とまとめ 

○研究に基づいて知ることのできた事柄がよくまとめられているか。 

○その研究で得られた成果や結論をまとめているか。 

その他 

○児童・生徒の自発的・自主的研究によるものであること。 

○教師の指導・助言等、支援は必要であるが、児童･生徒が主体的に研究の目的、方法、

結果、分かったこと（考察）などの問題（課題）解決の過程を踏んでいる作品であ

ること。 

○適切な野帳・実物等、必要最低限の資料が添えられ児童･生徒の研究の跡が明確であ

ること。 

 



４　県科学研究物及び発明工夫展示会 ～出品状況～

（１）小学校
学校
番号

学校名 昭和の
入賞計

平成元年
～11年入
賞計

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

1 壷川 4 1 ○ ○ ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○

2 碩台 6 10 ○ ○

3 白川 12 1 ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○

4 城東 8 1 ⑩ ○

5 慶徳 8 2 ○ ○ ○ ○

6 一新 15 0 ○ ○ ○ ○ ⑳ ○

7 五福 22 1 ○ ㉕ ○ ○ ○ ○ ㉚ ○ ○ ○ ○ ㉟

8 向山 11 2 ○ ⑮ ○ ○ ○ ○

9 黒髪 12 2 ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○

10 大江 7 1 ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳

11 本荘 6 0

12 春竹 8 6 ⑮ ○

13 古町 12 4 ○ ○ ○ ⑳ ○ ○

14 春日 4 1 ○ ○ ○

15 城西 8 2 ○ ○ ○

16 花園 11 1 ○ ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳

17 池田 3 7 ○ ○ ○ ○ ⑮ ○

18 出水 12 4 ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○ ○ ○ ㉚ ○ ○

19 白坪 3 1 ⑤ ○ ○ ○ ○

20 画図 6 3 ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮

21 砂取 12 4 ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○ ○ ○

22 健軍 6 5 ○ ○ ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○

23 清水 11 3 ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○ ○ 〇 ㉚ ○ ○

24 日吉 13 5 ○ ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○ 〇 〇 ㉚ ○

25 川尻 13 1 ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳

26 力合 8 0 ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○ ○

27 御幸 3 2 ○ ○ ○ ○

28 田迎 6 0 ○ ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮

29 高橋 3 0 ○ ⑤ ○ ○ ○

30 池上 7 0 ○ ○ ⑩ ○ ○

31 城山 2 2 ⑤ ○ ○ ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○

32 託麻原 14 5 ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○ ○ ○ ㉚ ○ ○ ○ ○ ㉟ ○

33 秋津 4 4 ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○ 〇 ○ ○

34 松尾東 3 0

35 松尾西 2 3 ○ ○ ○ ○ ⑩ ○

36 松尾北 5 2 ○ ○

37 泉ヶ丘 10 5 ○ ○ ○ ○

38 小島 5 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⑤ ○ ○ ⑳ ○

39 龍田 5 0 ○ ○ ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○

40 帯山 7 6 ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○ ○ ○ ㉚

41 中島 3 2 ○ ○ ○ ○

42 白山 7 3 ○ ○ ○ ○ ⑮ ○ ○ ○

43 若葉 6 0 ○ ○ ○ ⑩

44 城北 6 1 ○ ○ ⑩ ○ ○

45 尾ノ上 6 1 ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳

46 西原 5 5 ○ ○ ○ ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○ ○ 〇 ㉚ ○

47 高平台 3 5 ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ 〇 〇

※小島小学校は平成２９年度より松尾東小学校・松尾西小学校・松尾北小学校のそれまでの出品の分も合算している。

○・・・県展出品 ⑤・・・5年表彰 ⑩・・・10年表彰 ⑮・・・１５年表彰 ⑳・・・２０年表彰 等
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学校
番号

学校名 昭和の
入賞計

平成元年
～11年入
賞計

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

48 楠 4 3 ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○ ○

49 託麻東 9 3 ○ ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○

50 託麻西 8 5 ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○

51 託麻北 6 6 ○ ○ ⑮ ○ ○ ○ ○

52 桜木 2 5 ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○

53 東町 5 2 ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○

54 麻生田 2 1 ○ ⑤ ○ ○ ○

55 武蔵 0 0 ○ ○ ○ ○ ⑤ ○ ○ ○ ○ ⑩

56 帯山西 1 6 ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○

57 月出 6 3 ⑩ ○ ○

58 出水南 0 8 ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○

59 健軍東 3 4 ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○

60 城南 2 4 ○

61 田迎南 0 1 ○

62 弓削 0 1 ○ ○ ○ ⑤ ○

63 託麻南 0 2 ○ ○ ⑤ ○ ○ ○ ○ ⑩ ○

64 山ノ内 0 0 ○ ○ ○ ○ ⑤ ○ ○ ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○

65 楡木 2 4 ○ ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○

66 川上 26 3 ㉚ ○ ○ ○ ○ ㉟ ○ ○ ○ ○ ㊵ ○ ○

67 西里 15 4 ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○ ○ ○

68 北部東 4 1 ○ ○ ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○

69 芳野 3 0 ○ ⑤ ○ ○ ○

70 河内 30 0 ○ ○ ○ ○ ㉟ ○ ○ ○

71 飽田東 19 2 ○ ○ ○ ㉕ ○ ○

72 飽田南 5 0 ○ ○ ○

73 飽田西 19 1 ○ ○

74 中緑 9 0 ⑩ ○

75 銭塘 31 0 ○ ○ ○ ㉟

76 奥古閑 19 5 ㉕ ○ ○

77 川口 21 2 ○ ㉕ ○

78 長嶺 0 3 ○ ⑤ ○ ○

79 日吉東 0 0 ○ ○ ○ ○ ⑤

80 桜木東 0 0 ○ ○ ○

81 富合 19 7 ○ ○ ○ ㉚ ○ ○ ○ ○ ㉟ ○

82 杉上 16 2 ○ ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○

83 隈庄 12 3 ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○ ○ ○ ㉚ ○

84 豊田 10 4 ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○

85 植木 16 3 ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○

86 山本 6 2 ○

87 田原 8 0 ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○

88 菱形 0 2 ○ ○ ⑤ ○ ○ ○ ○

89 桜井 1 3 ⑤ ○ ○ ○

90 山東 1 1 ○ ○ ⑤ ○ ○

91 吉松 7 1 ○ ⑩ ○

92 田底 6 7 ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳

93 田迎西 0 0 ○ ○ ○ ○

94 力合西 0 0 ○ ○ ○ ○ ⑤ ○

95 龍田西 0 0 ○

○・・・県展出品 ⑤・・・5年表彰 ⑩・・・10年表彰 ⑮・・・１５年表彰 ⑳・・・２０年表彰 等
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（２）中学校
学校
番号

学校名 昭和の
入賞計

平成元年
～11年入
賞計

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

1 出水 20 8 ○ ㉚ ○ ○ ○ ○ ㉟ ○ ○ ○

2 白川 11 2 ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○

3 藤園 7 0 ○

4 花陵 15 0 ○ ○ ○

5 城南 8 1 ⑩ ○

6 京陵 11 5 ○ ○

7 西山 9 8 ○ ○ ⑳ ○ ○

8 江南 4 1 ○ ○

9 江原 12 2 ⑮

10 竜南 17 2 ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○

11 桜山 12 1 ○ ⑮ ○ ○

12 湖東 6 6 ○ ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○

13 託麻 5 1 ○ ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○ ○

14 三和 3 1 ⑤ ○ ○ ○

15 城西 11 0 ○

16 帯山 12 4 ○ ○ ○ ⑳

17 東野 7 1 ○ ⑩ ○ ○

18 錦ヶ丘 11 3 ⑮ ○ ○ ○

19 二岡 4 3 ○ ○ ⑩

20 東部 16 0 ○

21 楠 0 0 ○ ○ ○

22 西原 5 5 ○ ○ ○ ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○

23 武蔵 0 6 ○ ○ ○ ⑩ ○ ○

24 東町 6 5 ○ ○

25 出水南 3 11 ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○

26 清水 0 0 ○ ○ ○ ○ ⑤ ○ ○

27 井芹 0 0

28 北部 24 2 ○ ○ ○ ㉚ ○ ○ ○ ○

29 芳野 3 2 ○ ○ ○ ○

30 河内 12 0 ○ ○

31 飽田 20 1 ○ ○

32 天明 23 2

33 長嶺 0 7 ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○

34 力合 0 0 ○ ○ ○ ○

35 龍田 0 1 ○ ○ ○ ⑤ ○ ○ ○ ○

36 日吉 0 2

37 桜木 0 1 ○ ○ ○ ⑤ ○ ○ ○

38 富合 5 3 ○ ⑩ ○ ○ ○

39 下益城城南 38 9 ○ ○ ㊿ ○ ○ ○ ○ 55

40 鹿南 10 2 ○ ○ ⑮

41 五霊 8 3 ○ ○ ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○

42 植木北 10 5 ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○

○・・・県展出品 ⑤・・・5年表彰 ⑩・・・10年表彰 ⑮・・・１５年表彰 ⑳・・・２０年表彰 等
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（３） 県科学研究物展示会・学校表彰の記録 
 
 ○ 平成11年度  
   池 田 小 （10年） 
   松尾西小 （５年） 
   中 島 小 （５年） 
 
 ○ 平成12年度  
   託麻原小 （20年） 
   清 水 小 （15年） 
   川 尻 小 （15年） 
   出水南中 （15年） 
   錦ヶ丘中 （15年） 
 
 ○ 平成13年度  
   出 水 中 （30年） 
   日 吉 小 （20年） 
   向 山 小 （15年） 
   白 川 中 （15年） 
   城 南 中 （10年） 
 
 ○ 平成14年度  
   川 上 小 （30年） 
   西 里 小 （20年） 
   白 川 小 （15年） 
   楠   小 （10年） 
   二 岡 中 （10年） 
   長 嶺 中  (10年） 
   白 坪 小 （５年） 
   城 山 小 （５年） 
   託麻南小 （５年） 
 
 ○ 平成15年度  
   黒 髪 小 （15年） 
   託麻西小 （15年） 
   湖 東 中 （15年） 
   出水南小 （10年） 
   長 嶺 小 （５年） 
 
 ○ 平成16年度  

五 福 小 （25年） 
   竜 南 中 （20年） 
   春 竹 小 （15年） 
   西 原 小 （15年） 
   託麻東小  (15年） 
   城 北 小  (10年） 
   三 和 中 （５年） 
 
 ○ 平成17年度  
   西 原 中 （15年） 
   画 図 小 （10年） 
   尾ノ上小 （10年） 
   帯山西小 （10年） 
   大 江 小  (10年） 
   山ノ内小 （５年） 
   芳 野 小 （５年） 
 

 
○  平成18年度  
力 合 小 （10年） 

   楡 木 小 （10年） 
 
○ 平成19年度  

   清 水 小 （20年） 
   帯 山 中 （20年） 
   帯 山 小 （15年） 
   武 蔵 中 （10年） 
 
 ○ 平成20年度  
   日 吉 小 （25年） 
   花 園 小 （15年） 
   長 嶺 中 （15年） 
   城 東 小 （10年） 
   松尾西小 （10年） 
   高平台小 （10年） 
   武 蔵 小 （５年） 
 
○ 平成21年度  

   出 水 小 （20年） 
   西 原 小 （20年） 
   湖 東 中 （20年） 
   出水南小 （15年） 
   龍 田 小 （10年） 
   中 緑 小 （10年） 
   託 麻 中 （10年） 
   麻生田小 （５年） 
   清 水 中 （５年） 
   龍 田 中 （５年） 
 
○ 平成22年度  
北 部 中 （30年） 

   託麻原小 （25年） 
   植 木 小 （25年） 
   山ノ内小 （10年） 
   小 島 小 （５年） 
 
○ 平成23年度  
帯山西小 （15年） 

   健軍東小 （10年） 
 
○ 平成24年度  
白 川 小 （20年） 

   黒 髪 小 （20年） 
古 町 小 （20年） 
池 田 小 （15年） 
砂 取 小 （20年） 

   秋 津 小 （10年） 
帯 山 小 （20年） 
弓 削 小 （５年） 
山 東 小 （５年） 
白 川 中 （20年） 

   西 山 中 （20年） 
東 野 中 （10年） 
桜 木 中 （５年） 
植木北中 （25年） 

 
○ 平成25年度  
壺 川 小  （10年） 

  田 迎 小  （10年） 
尾ノ上小  （15年） 
月 出 小  （10年） 

   長 嶺 中  （20年） 
富 合 中  （10年） 

 
○ 平成26年度  
龍 田 小  （15年） 

   桜 木 小  （10年） 
   西 里 小  （25年） 
   奥古閑小  （25年） 
   桜 山 中  （15年） 
 
○ 平成27年度 
五 福 小 (30年) 
健 軍 小 (15年) 
清 水 小 (25年) 
白 山 小 (15年) 
西 原 小 (25年) 
山ノ内小 (15年) 
飽田東小 (25年) 
川 口 小 (25年) 
田 原 小 (10年) 
出 水 中 (35年) 
西 原 中 (20年) 
鹿 南 中 (15年) 

 
○ 平成28年度 
託麻原小 （30年） 
託麻北小 （15年） 
東 町 小 （10年） 
川 上 小 （35年） 
河 内 小 （35年） 
菱 形 小 （ 5年） 
 

○ 平成29年度 
  出 水 小 （25年） 
  池 上 小 （10年） 
  帯山西小 （20年） 
  出水南小 （20年） 
  北部東小 （10年） 
  江 原 中 （15年） 
  出水南中 （20年） 
  五 霊 中 （20年） 
 
○ 平成30年度 

  大 江 小  (15年) 
  城 山 小  (10年) 
  高平台小  (15年) 
  楠  小  (15年) 
  託麻東小  (20年) 
  武 蔵 小  (10年) 
  隅 庄 小  (25年) 
  豊 田 小  (20年) 
  白 川 中  (25年) 

 
○ 令和元年度 

  花 園 小 （20年） 
  砂 取 小 （25年） 
  秋 津 小 （15年） 
  帯 山 小 （25年） 
  尾 上 小 （20年） 
  下城南中 （55年） 
 
○ 令和２年度 

  一 新 小  （20年） 
  川 尻 小 （20年） 
  高 橋 小 （５年） 
  杉 上 小 （25年） 
  託 麻 中 （15年） 
 
〇 令和３年度 

  白 川 小  （25年） 
  健 軍 小  （20年） 
  力 合 小  （15年） 
  龍 田 小  （20年） 
  託麻西小  （20年） 
  山ノ内小  （20年） 
  田 原 小  （15年） 
  竜 南 中  （25年） 
 
〇 令和４年度 
出 水 小 （30年） 
清 水 小 （30年） 
帯山西小 （25年） 
出水南小 （25年） 
川 上 小 （40年） 
北部東小 （15年） 
富 合 小 （35年） 
田 底 小 （20年） 
力合西小 （15年） 

 
〇 令和５年度 

  日 吉 小 （30年） 
  託麻原小 （35年） 
  小 島 小 （20年） 
  西 原 小 （30年） 
  託麻南小 （10年） 

楡 木 小 （15年） 
  隈 庄 小 （30年） 
  吉 松 小 （10年） 

〇 令和６年度 
  五 福 小 （35年） 
  大 江 小   (20年) 
  画 図 小   (15年) 
   田 迎 小   (15年) 
  帯 山 小 （30年） 
  若 葉 小   (10年) 
  銭 塘 小   (35年) 
  日吉東小  (５年) 
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